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木村 SAA 開会宣言  

旭川モーニングロータリークラブ 

 第 1384 回例会を開催いたします。 

 
 

 
会長挨拶 坂本 信一 

 

１２月は 疾病予防と治療月間になっておりますので国際ロータリー日本

語公式ブログ「ロータリーボイス」に掲載されました 

「安全な水とワクチン投与を通じてパキスタンでのポリオ根絶を目指す」 

投稿日: 11 月 6, 2023 投稿者: Rotary Japan 

寄稿者：溝畑 正信 （大阪帝塚山ロータリークラブ会員）活動を紹介いた

します。 

2023年 2月 12日から 14日の 3日間、私はパキスタンのカラチを訪れ、昨

年に実施したグローバル補助金プロジェクトの成果の視察を行うとともに、

現地でのポリオワクチン投与活動に参加しました。 

カラチでの太陽光発電浄水設備設置プロジェクト 

パキスタンでは、地域によって劣悪な衛生状態が続いており、正式な医療サービスがなく、飲料水も不

足しています。水を媒介とする伝染病の多くは、不潔で汚染された水を介して伝染し、人びとの生命を

脅かしています。もちろん、ポリオもその一つです。 

2022 年 1 月から 10 月にかけて、カラチ・ロータリークラブ、大阪アーバンロータリークラブ、第 2660

地区（大阪府北部）、セントキャサリンズ・サウス・ロータリークラブ（カナダ）が提唱者となり、カ

ラチ内 5 カ所のスラム地域に太陽光発電浄水設備を設置するグローバル補助金プロジェクトを実施しま

した。これらはポリオ感染のリスクが高い地域であり、安全な飲み水を提供することでポリオウイルス

の感染を阻止する狙いもありました。 

それぞれの場所に 2400 世帯、合計で約 12,000 世帯あり、96,000 人が直接プロジェクトの恩恵を受けて

います。1 日 8 時間の稼働で 1 時間当たり 60～70 リットルの浄水を取水でき、地域の人たちは喜んで水

を利用していました。 

このプロジェクトは、ポリオ感染抑止だけでなく、コミュニティ全体の健康改善、浄水設備の保守と運 
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用におけるコミュニティの能力向上、安全な飲み水の必要性に関する意識向上も目指しています。 

浄水設備が完全に機能するための 1 年間の維持費用は、パキスタンポリオプラス委員会が保証します。

その後の設備の維持費を調達するシステムは、地域社会の支援を受けてカラチ・ロータリークラブが開

発しています。また、健康と衛生および行動変容戦略に関する女性たちへの研修を通じて、コミュニテ

ィが安全な飲料水を利用し、水媒介性疾患から子どもたちを守るための健康的な慣行を観察する力を高

めています。 

ソンガル地区に設置された浄水設備の開始式には、当時のジェニファー・ジョーンズ RI 会長、ファイ

ズ・キドファイRI理事、アジズ・メモンロータリー財団管理委員も参加しました。私たちが訪問した時

には、現地コミュニティのリーダー、子どもや女性たちなど、大勢が迎えてくれました。 

 

 

 

日本からの一団がワクチン投与活動 

ポリオワクチン投与活動は、大室㒞（すぐる）さん（宝塚武庫川ロータリークラブ会員）を団長とする

日本から総勢 12名のグループとともに参加しました。 

0～5 歳の子どもに対するポリオワクチン投与活動は、高速道路、鉄道駅、スラムでの戸別訪問で実施し

ます。 

高速道路では、1日に1,000台のバスがパキスタン全国からカラチに入ってきます。それを軍隊が停め、

バスに乗り込んでポリオワクチン投与します。ポリオワーカーが 1日 6時間 4交代の 24時間体制で実施

し、1日に 3,000 人への投与を 2012 年から 10年間やっているとのことです。 

カラチ・カントンメントン駅では、1 日に上り下り合わせて 10 便列車が入ってきます。プラットホーム

には人があふれ、バングラディシュやミャンマーからも人がやってくるとのことで、駅に到着した列車

から降りてくる人の数はものすごいものでした。ポリオワーカーが1日 8時間 3交代の 24時間体制で実

施します。今回、私たち数名にポリオワーカーが数名、その前後を小銃を持った警官に守られての活動

となりました。 

戸別訪問でのワクチン投与は、カラチの最貧のスラム地域で、台帳を持った女性のポリオワーカーが各

戸をノックして回ります。父母や兄弟たちに抱かれた子どもが出てくると、冷蔵ボックスに保存したワ

クチンを 2 滴、子どもに投与してから、左手の小指にマーカーで印をつけ、ドアにチョークで訪問済み

の記録を付けます。 

現在、野生型ポリオウイルスの常在国はパキスタンとアフガニスタンの 2 カ国を残すのみとなっていま

す。パキスタンでの野生型ポリオウイルスによる発症は、今年 4 件出ています（10 月現在）。2022 年に

は 20 件、2021 年には 1件、2020 年には 84件でした。 

ポリオ根絶まであと少しです。実現に向かって力を合わせて取り組んでいきましょう。 

【寄稿者プロフィール】 

溝畑 正信（みぞはた まさのぶ） 

大阪府在住。医療法人翔聖会 翔聖クリニック理事長。歯科医師。歯科診療と共に、身元不明者の身元

確認に携わる。日本赤十字社大阪府支部の特別奉仕団の一つ、歯科医師救助奉仕団団長。1987 年東大阪

東ロータリークラブ入会。現在は大阪帝塚山ロータリークラブ所属。ロータリー第2660地区でロータリ

ー財団委員長（2012-15年度）とロータリー学友委員長（2015-18年度）を務め、新しい定義に基づくロ

ータリー学友会の設立に関わる。元ロータリー財団地域コーディネーター補佐（2015-20 年度）。趣味は

登山、俳句、写真。これからもパキスタンにかかわりを持っていきたいと考えている。 
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旭川モーニングロータリークラブ １０月１２日 

第１３８４回例会 会務報告 

 

１．ロータリーレート変更のお知らせ。 

＊２０２３年１２月１日より １ドル＝１４７円 （１１月＝１４９円） 

 

 

 

 

 

 

お誕生祝い記念品贈呈 

坂本信一会長  2 日 

伊藤吉洋会員  9 日 

佐藤健太会員 11 日 

竹澤元男会員 11 日 

寺島 直会員 22 日 

 

年 次 総 会 
                       会長 坂本 信一 

次期 2024 年から 2025 年度 5 大委員長及び会長エレクトのご紹介 

会長 飯塚 達夫 

 会長エレクト        竹村 洋一（副会長） 

クラブ管理運営員会   冨山 聡子委員長 

会員組織委員会     谷地元 憲二委員長 

広報 IT 委員会      井上 雄樹委員長 

ロータリー財団・ 

米山推進委員会         大久保 昌宣委員長 

奉仕プロジェクト委員会  石川 千賀男委員長 
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会員スピーチ 寺島 直 会員 
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ニコニコボックス 

竹澤 元男会員  今月は年 1回の誕生日でしたありがとうございます。 

   

 

＊ 旭川モーニングＲＣ 出席報告  
 

 

＊ 本日の出席 第 1379 回例会     総  員  21 名 

10 月 7 日          出  席     18 名 

             出 席 率   85.71％ 

       

＊ 本日の出席 第 1379 回例会     総  員  21 名 

11 月 9 日          出  席     17 名 

             出 席 率   80.95％ 

 

＊ ゲスト        ございません 

＊ ビジター      ございません 

＊ メークアップ   ございません 

 

１２/７分 ニコニコ 2.000 円 

 

 

会報編集 広報 IT 委員会 宮永 憲一 植西 晃典 佐藤 健太 

 

 
                                                  


